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【本事業に至る経緯】

“近年、日本全国や沖縄においても年1回以上キャンプをされる「キャンプ人口」(2019年
度 860万人) が増加傾向にあり、キャンプ/アウトドア需要が急激に高まっております.
そういった中、現在、沖縄におけるキャンプ業界において、以下のような状況が起こって

おります。

● 海岸や砂浜やこれまでは見られなかった場所での直火/焚き火の放置跡等の増
加

(→それによる火傷やウミガメの卵などへの被害が報告されている)

● 山林や空き地等のキャンプ場への転換・開発の増加

(→運営や利用者次第では山火事等のリスクが高まる、土地利用への影響)

● 県外事業者(旅行業者、個人間マッチングのインターネットサービス事業者)の進
出

(→事業者か否かやスキルの程度等によらず、
一般の方が多少リスクのあるアウトドア体験を旅行者へ 提供しうる状況)

もしこのまま一定の統制や仕組み等がなく無秩序に状況が進展してしまうと、沖縄の

自然やアウトドア環境の保全に悪影響となることが予想されます。

それを防ぐため、下記取組等の実施をいたします。“
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【実施事業・活動】

◼︎1.キャンプにおけるマナー啓発

“キャンプや焚き火のマナー普及のためのアウトドアショップや市町村、指定管理者等との協業
など”を実施しました。
それに関連する各種実施事項を列挙します。

・①焚き火の扱い方/マナーに関する資料/フライヤーの制作

浦添市港川に拠点を置く、総合アウトドア専門店「NEOS（ネオス）」と共同で制作。

＊弊組合HPでの焚火マナーに関する特設ページの公開
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・イベントでの一般の方への配布・周知

ex. イオンモール沖縄ライカムでのアウトドア関連イベントにて 2021/09/23-25

・県内キャンプ場での実地掲載・張り出し

ex.くるくまキャンプサイト@南城市
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・離島キャンプ場への配布・郵送

ex.伊是名村
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・②世界基準の環境倫理を学ぶ機会を沖縄（やんばる地域）へ誘致
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・③生きる力を身に付けるための子ども（小中学生）向け焚き火レクチャー

＊キャンプ人口のマナー啓発に関する企画案
（2022/10付にて日程や適切なアプローチ等を調整中、再検討中のため未実施）
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◼︎2.キャンプ場などを中心とした業界ネットワーク形成

“県内キャンプ場らのネットワークづくり”に資する取組みを行いました。

・①沖縄県内キャンプ場MTG 企画・実施
ex. Zoom会議で2022年6月に実施. 12カ所16名のキャンプ場運営関係者が集う.

・②沖縄県の本島・離島のキャンプ場をマップにとりまとめたWEBページの開設

2022年4月に公開
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＊沖縄タイムス住宅新聞2022年8月2日号でも活用、掲載

＊③.マナー向上につなげる取組みとして、キャンパー（キャンプをする人、消費者）・キャンプ場・
アウトドアショップの連携を促す事業を展開予定

プレス記事URL ： https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000105029.html
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◼︎3.県外参入対策

“沖縄の事業者らによるインターネットでの窓口作成”など。

・①沖縄キャンプシーンの発信

ex.NHK福岡放送局のTV番組への現地出演（10分強）

・②弊組合員の体験予約受付/決済ページの開設

*新型コロナウイルスによる影響も鑑み、2022/09時点では当HP経由では本格稼働しておりませ
ん。
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【現状と今後の展望】

一年余りの当事業による各種取組みを通じての所感として、マナーに関する啓発はある種、

キャンプの文化を形成することにも通じ、時間がかかる点を痛感しております。

同時に、キャンプのスタイル、やり方は多様であるため、その多様性を尊重する上では、ルー

ルとしての強要・押しつけになってはいけないと感じます。

持続的なレジャーの享受ならびにアウトドア関連事業継続のための環境づくりには利用マナー等

に関する取組は不可欠であることも、改めて各事業者や利用者とともに再確認できた現状です。

上記取組みにあげる環境倫理（LNT）の普及やコミュニティ事業の展開など、多方面かつ地道
な活動・発信は継続して展開しつつ、同時にゲームチェンジのような発想と手法の転換/発明も求
めて対話と実践を続けていきます。

【謝辞】

この度は当基金の助成先に採択頂きまして、誠にありがとうございます。設立1年も間もないわ
たくしたちにとって、今回のご支援は、非営利・営利の両面から沖縄での事業活動の推進に必要

な基盤・環境づくりに資する上記活動の立上げ・展開に大きな力となりました。

今後も〈キャンプを通じた沖縄のアウトドア/自然環境保全と持続的な地域振興〉に向け、引き続

き当事業等の推進に邁進いたします。
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